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論 文 内 容 の 要 旨
動物個体群の大きさが･一定の状態に止まることなく絶えず変動していることは, すでに多 くの種類につ
いて確かめられていることである｡ しかし, その変動機構については, それを明らかにすることが応用的
にも重要であるにもかかわらず, 今まで究明されている所は極めて少ない｡ 特に魚類については, 個体の
発育成長とそれにともなう死亡率の変化が個体群変動にとって重要な関係をもつことが古くから着目され
てはいたものの･, 実際に発育のどの時期の死亡が変動に直接影響するかを明らかにした研究は僅 か で あ
り, しかもその死亡率の変動がどのような過程を通じて起こるかの分析にいたっては, 今までほとんど行
なわれていない｡ 本研究は, びわ湖産のホンモロコ個体群について, これらの諸点を解明しようとしたも
のである｡
本論文は, 5報から成るが, そのうち第Ⅰ報では, ホンモロコ個体群の年変動に直接関与する生活環上
の時期を明らかにすることを主眼としている｡ まず, 種々の漁具による漁獲統計を利用して, 個体群の大





もに 0 +年魚の越冬期までの成長のおくれた小さい個体の多 くが, 越冬後に消失していることから, この
ような成長の遅れた個体の多少によって越冬期間中の死亡率が左右され, これによって個体群変動がひき
起こされるものと推定された｡ なお, 上記の小さい個体は, 大きい個体にくらべて肥満度が小さいことか
ら, 越冬期のエネルギー源としての体内脂肪量の不足が, 小さい個体の死亡率を高める可能性が示唆され
ている｡
第Ⅱ報では, 体内脂肪含有量の測定を行なった結果を述べている｡ すなをち, 体内脂肪含有量は, 越冬
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し, この推定指標と実際の指標の年変動を比較した結果, 両者の問に高い相関が認められた｡ 更に, それ
ぞれの体長に応ずる生残率を求めた結果は, 冬までの成長がある程度以上おくれると生存率が急激に低下

















の問の相関関係を検討した結果, 0 + 年魚群の越冬後の生残量が越冬前の量とは無関係に大きく変動し,
これが個体群全体の年変動を左右するものであることを明らかにしている｡
次に越冬期の環境条件とこの生残量の変動との関係を調べたが, その結果両者はほとんど無 関係 で あ
り, むしろ生残率の大小は越冬期までの成長のおくれた個体数の大小に左右されること, およびこれら成
長のおくれた小さい個体は肥満度が小さく, 越冬親の終りまでにはほとんど死亡することがそれぞれ推定













参考論文は, びわ湖内湾の魚類と餌生物との関係を調べたものであって, 魚種による食性のちがい, 季
節や生長にともなう食物の転換, 生息場所と食性との関係などの分析を行なっており, 陸水生物群集研究
上貢献する所が大きい｡
以上によって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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